
 35 

 

 

１．施策の体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みどりの施策 第５章 

１）貴重な緑を守ります 

２）農を守り活用します 

３）水の恵みを守り活かします 

６）身近な公園を充実させます 

７）拠点となる公園を整備します 

11）緑豊かな水辺を創ります 

９）公共用地や民有地の緑化を進めます 

10）みどりのつながりを広げます 

５）みどりの意識を高めます 

４）みどりの運動を広げます 

方 針 施策の柱 

（1）大径木や樹林地の保全と活用 

（２）樹木、樹林地所有者への支援 

（1）ボランティアの発掘と育成 

（２）みどりの活動の支援 

（1）学校教育との連携 

（２）学び、考える機会の充実 

（３）園芸福祉との連携 

 

（1）歩いて行ける公園の充実 

（２）既存公園のリフレッシュ 

（１）地域の拠点となる公園の整備 

（２）都立公園の整備 

 

（１）河川景観の向上 

（２）水辺利用の促進 

 

（１）公共用地の緑化推進 

（２）民有地の緑化推進 

 

（１）街路樹や緑道等の拡充 

将来像 

８）災害から暮らしを守る公園を整備します 

（1）農地の保全と活用 

（２）営農への支援 

（３）農とのふれあいの機会の充実 

（1）水辺の緑の保全 

（２）水環境の保全 

 

（１）公園の防災機能の充実 

 

水
・
緑
、
と
も
に
生
き
る
豊
か
な
暮
ら
し 

 

みどりを 

守る 

みどりを

育む 

基本方針 

１ 

基本方針 

２ 

基本方針 

３ 
みどりを 

創る 
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２．施策の内容 
 

 

１）貴重な緑を守ります［方針１］ 

貴重な大木や名木、良好な樹林地などを守るために、以下の施策を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）大径木や樹林地の保全と活用 

０１ 保護樹の指定による古木、名木の保護 実施主体 区、区民 拡充 

現在、保護樹に指定されている樹木について、

その指定を継続し保全します。 

また、現在保護樹に指定されていなくても、

保護樹相当の大径木や名木については、保護樹

の新規指定を目指します。 

主な関連施策：02、04、05、06、07 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

継続：これまでの取り組みを継続する施策 
拡充：これまでの取り組みを拡充する施策 

新規：今後、新たに取り組む施策 

保護樹 

 みどりを守る 

 

基本方針１ 

01 

02 

03 

保護樹の指定による古木、名木の保護 

特別緑地保全地区や保護樹林の指定 

樹木の伐採行為の届出制度の検討 

（２）樹木、樹林地所有者への支援 

04 

05 

06 

07 

保護樹のＰＲ等の充実 

保護樹管理へのボランティア活用 

維持管理への支援 

 所有者側からの樹木、樹林保護のＰＲ 

 

《貴重な緑を守る施策の柱》 

（１）大径木や樹林地の保全と活用 

（１）大径木や樹林地の保全と活用 
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０２ 特別緑地保全地区や保護樹林の指定 実施主体 区 拡充 

上篠崎一丁目の浅間神社は、特別緑地保全地

区※に指定されています。 

区内に残る良好な樹林地を保全するために、

樹林地の所有者等の合意を得ながら、新たな特

別緑地保全地区の指定や保護樹林の指定等を目

指します。 

主な関連施策：01、04、05、06、07 

 

※都市緑地法による制度で、都市における良好な自然環境となる緑地において、建築行為

など一定の行為の制限などにより現状維持し保全する地区。土地の所有者は、土地利用

に対する制限を受ける一方で、税制上の優遇措置を受けることができる 

 

０３ 樹木の伐採行為の届出制度の検討 実施主体 区 新規 

開発に際して、敷地内や周辺に歴史的な資源や樹木をはじめとする残すべ

き自然等がある場合、それらを生かした配置とするよう協議を進めてきまし

た。今後も景観計画※に基づいて、この協議を継続し大径木の保存を図ります。 

一定規模以上の樹木を伐採する計画に対して、伐採届けによる保存の協議

や近隣地域への説明、住宅等整備基準条例と連動した代替植栽を行うなどの

樹木伐採行為の届出制度の導入を検討します。 

※景観法に基づいて、本区の良好な景観形成への取組の方向性や施策を示した総合的な計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）樹木、樹林所有者への支援 

０４ 保護樹のＰＲ等の充実 実施主体 区 拡充 

保護樹に関しては、これまでも看板の設置によるＰＲを実施していますが、

保護樹の歴史や社会的価値を周知する保護樹木看板や樹名板の充実を図りま

す。 

また、区の広報や緑のイベント、学校教育の場など、あらゆる機会を通じ

て、地域住民や次代を担う子どもたちへ保護樹への理解の浸透と郷土愛の醸

成を図ります。 

主な関連施策：01、02、05 

 

浅間神社の樹林 

 

樹木の伐採行為の届け出制度 

一定規模以上の樹木等を伐採する場合に、伐採による緑の減少を防ぐために、樹木等の

移植や代替植栽を求め、伐採予定日の一定日前までに届出書の提出を求める制度。 

みどりのコラム 

（２）樹木、樹林所有者への支援 
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０５ 保護樹管理へのボランティア活用 実施主体 区、区民 新規 

保護樹は、地域の歴史を伝える大切な資源

です。この大切な資源を区民と協働で育成し

ていくために、ボランティア導入や「えどが

わ桜守」と同様のサポーター制度などの体制

づくりを検討します。また、「保護樹発見ツア

ー（仮）」を開催するなど、保護樹を守る活動

を広く伝えるイベントを開催します。 

主な関連施策：01、02、04 

 

 

 

０６ 維持管理への支援 実施主体 区 新規 

保護樹に対する賠償責任保険の加入や剪定枝、落葉の回収・処分方法等、

維持管理に対する支援策について検討します。 

また、保護樹の適切な剪定方法やトラブルの対応方法、維持管理に関する

相談先等を示すパンフレット等を作成するなど、維持管理方法に関する情報

提供を進めます。 

主な関連施策：01、02、04、05、07 

 

０７ 所有者側からの樹木、樹林保護のＰＲ 実施主体 区民、区 新規 

地域社会･地域住民の理解･関心を深めるために、保護樹等の所有者自らが、

保全の意思を表すような看板を設置するなど、所有者によるＰＲ活動が活性

化するように働きかけていくことを検討します。 

主な関連施策：01、02、04、05、06 

 

 

 

 

保
護
樹
お
た
す
け
隊 

登録 ボランティア 

区民による保護樹管理のイメージ 

落ち葉かきや 

ガイドなどを実施 

国指定天然記念物 影向の松 
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２）農を守り活用します［方針２］ 

農地は、都市のなかに残る貴重な空間です。 

消費者の身近なところで、安全で新鮮な農産物を生産・供給する場としてだ

けでなく、うるおいある緑や防災機能を提供するなど、まちづくりにおいても

重要な役割を果たしています。 

また、自然とのふれあいの場として生活環境を豊かにするなど、様々な機能

を担っています。 

しかし一方では、農業者の高齢化や後継者不足、都市化の進行などによる

農地の減少が続いています。 

この残された貴重な農地を農地のまま活かし後世に残していくために、以

下の施策を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）営農への支援 

12 

13 

14 

15 

農業経営基盤強化への支援 

農業ボランティアの派遣 

営農困難農地のあっせん 

農産物の直売支援 

（１）農地の保全と活用 

08 

09 

生産緑地地区の維持 

10 

11 

農の風景育成地区の指定 

農地の防災機能の周知 

（３）農とのふれあいの機会の充実 

16 

17 

18 

19 

区民農園の充実 

ふれあい農園の促進 

体験型農園の整備 

学校農園の拡大 

20 農業公園としての活用 

《農を守り活用する施策の柱》 

農地の公園用地としての活用 
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（１）農地の保全と活用 

０８ 生産緑地地区の維持 実施主体 区、区民 継続 

区内では、288 地区、38.45ha の農地を生産緑地地区※に指定（平成 2

４年 12 月現在）しています。この指定の継続を目指すとともに、面積要件

（現在は 500 ㎡）の引き下げによる指定対象の拡大や、相続税の見直しを

含めた負担の軽減について要望していきます。 

また、生産緑地地区に指定後 30 年を経る農地については、農家に対して

生産緑地地区の指定継続を働きかけ、農地の保全を目指します。 

※市街化区域内の農地等のうち、良好な都市環境の形成を図るために、今後とも保全する

農地として指定された農地のこと 

 

０９ 農の風景育成地区の指定 実施主体 都、区 新規 

比較的まとまった農地や屋敷林を対象に、

「農の風景育成地区」に指定し、将来にわたっ

て農のある景観を保全、育成するとともに、都

市環境の保全、レクリエーション、防災等の機

能を持つ空間として確保していくことを目指

します。 

主な関連施策：15、17、18 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

民家の緑と一体的な農の景観 

 

農の風景育成地区について 

都市の貴重な農地を保全し、農

のある風景を維持していくため

に、東京都が創設した制度。 

地区内に散在する農地を一体の

都市計画公園に指定、景観地区指

定や地区計画と連動した農を生か

したまちづくり等を推進すること

が目的。 

 

みどりのコラム 

農の風景育成地区のイメージ（東京都資料） 

（１）農地の保全と活用 
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1０ 農地の防災機能の周知 実施主体 区、区民 新規 

農地は、災害時における一時的な避難場所としても活用できる可能性があ

ります。 

農地所有者の協力により、防災農地として協定を結ぶとともに、看板を掲

示することで、その農地が生産の場以外にも地域にとって重要であることを

区民に周知することなどを検討します。 

 

１１ 農地の公園用地としての活用 実施主体 区 継続 

農地は農地として保全、活用していくことが第一ですが、身近な公園が不

足している地域や災害時の避難場所までの距離が遠い地域などでは、相続等

により農地としての維持が困難な場合、公園としての活用を図ることを検討

します。 

主な関連施策：45、54 

 

（２）営農への支援 

１２ 農業経営基盤強化への支援 実施主体 区 継続 

生産緑地で都市農業を経営している企業的経営農家等を対象に、流通関連

施設や生産基盤等の施設整備事業に対して補助を行うことにより、農業経営

の安定化、近代化を促進します。 

また、各地の農業先進地の視察や品種改良技術

の向上、情報交換等のために農業継続の意欲の

ある農家が集まる講座を行い、農業経営のため

の基盤強化を支援します。 

 

 

１３ 農業ボランティアの派遣 実施主体 区民、区 継続 

農業に関心を持つ区民を、高齢化や労働者不

足の農家に対してボランティアとして派遣しま

す。ボランティアは、農作業全般にわたる営農

の人的支援を実施し、同時に農家から指導を受

けることで農業技術の向上にもつなげます。 

 

 

 

 

 

 

 

成果品 

農業ボランティアの様子 

（２）営農への支援 
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１４ 営農困難農地のあっせん 実施主体 区、区民 拡充 

高齢化や後継者不足等に

より農業の継続が難しい

「営農困難農家」と農業経

営の拡充を希望している

「耕作可能農家等」の間で

調整・あっせんを行うこと

で、営農の継続を図ります。 

 

１５ 農産物の直売支援 実施主体 区、区民 拡充 

本区の農産物の地元販路拡大のために、農産物を販

売する直売所を紹介した「直売所マップ」を活用しま

す。緑のイベントでの配布や、区の施設に設置するな

ど、様々な機会を通じて、区の農産物の紹介と販売支

援に努めます。 

また、採れたて野菜を調理して食することの出来る

コーナーや、生産者と消費者の交流の機能を持った農

カフェなどの施設を整備することを検討します。 

主な関連施策：9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農産物の直売風景 

 

農カフェ 

安全・安心な地場産野菜の直売所と野菜料理中心のカフェによる複合施

設。都心に近いエリアで、地産地消の実践と都市農業のＰＲへの貢献が期

待できる。 

 

みどりのコラム 

世田谷区の JA ファ

ーマーズマーケット 

営農困難農家 

江戸川区 

耕作可能農家 

受委託契約 

相談 

利点：営農の継続 利点：農業経営の拡充 

あっせん 
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現在、区内には 38 箇所の区民農園※が整備

されていますが、その応募倍率は毎年高く、区

民の農レクリエーションへの関心の高さがう

かがえます。 

今後、こうしたニーズに応えるために、区民

農園の充実を図ります。 

 

 

※区が農家から農地を借り受けて小区画に区切り、在住の一般区民に利用してもらう農園

のこと。自分で何を作るのか考えて、比較的自由に農作物を栽培することができる 

 

 

１７ ふれあい農園の促進 実施主体 区、区民 拡充 

現在、区内には、農家が作った作物を畑から

収穫し、収穫の喜びを味わえるふれあい農園※

が整備されています。 

今後、ふれあい農園を利用したい区民を募る

とともに、ふれあい農園に協力してくれる農家

の発掘を進め、農のレクリエーションが体験で

きる場の提供を促進します。 

 

※畑を耕すところから始める区民農園と違い、農家で

作った作物を畑から収穫し、収穫の喜びを味わう場 

主な関連施策：9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１６ 区民農園の充実 実施主体 区、区民 拡充 

区民農園 

ふれあい農園 

 

農家の方による「食育」出張授業 

学校給食に小松菜を供給している農家が、小松菜の特徴や作り方、道具等について実物

を使い子どもたちに説明し、その後、子どもたちが実際に種をまき、約ひと月後、収穫作

業を行います。 

また後日「小松菜の学習」の授業時間を設け、栽培方法について、映像を使いさらに詳

しく説明します。 

 

 

みどりのコラム 

（３）農とのふれあいの機会の充実 
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１８ 体験型農園の整備 実施主体 区、区民 拡充 

新しい農業経営の形として、また、区民の

農業体験へのニーズに応える場として、農家

が開設して利用者に作付けから収穫までの栽

培指導を行う「体験型農園※」の設置を目指し

ます。 

 

※農家が自らの農業経営の一環として開設する農園

のこと。利用者は農家の指導のもと農作業を行う。 

主な関連施策：9 

 

子どもの頃から土に触れることは、自然に対

する意識を醸成する上で大変重要です。 

現在、南篠崎小学校や上小岩小学校等では学

校農園に取り組んでいます。 

今後は、校庭の活用を含めて、こうした学校

農園に取り組む学校の拡大を促し、子どもたち

が｢緑｣と｢土｣に触れあう場を確保していきま

す。 

 主な関連施策：36 

 

 

農地を、農業体験機能や農

産物の直売機能、広場などを 

持つ農業公園として活用する

ことを目指します。 

  主な関連施策：9、54 

 

 

 

 

 

 

 

 

１９ 学校農園の拡大 実施主体 区、区民 拡充 

２０ 農業公園としての活用 実施主体 区 新規 

実技講習の様子 

農業公園のイメージ 

学校農園（南篠崎小学校） 
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ファーマーズクラブ東葛西 

ファーマーズクラブ東葛西は、お借りした農地で農家（講師）による耕作指導のもと農

業体験を行う新しい形の区民農園です。決められた栽培計画にもとづいて野菜を栽培する

ので、自由に好きな作物を栽培できる区民農園とは、その点が違います。1 区画 40 ㎡、

全 50 区画あります。 

 

みどりのコラム 

ファーマーズクラブ東葛西 全景 
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３）水の恵みを守り活かします[方針３] 

豊かで美しい水環境を守るために、以下の施策を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）水辺の緑の保全 

２1 河川における自然、生態系の保全 実施主体 国、区、区民 継続 

区内を流れる荒川や江戸川などの水辺は、干潟や葦原なども見られ、さま

ざまな動植物の生息環境に大きく寄与しています。 

また、都会の子どもたちにとっては、体験学習や環境教育の場としても貴

重な空間となります。これまで NPO を

中心に進めてきた保全活動や、外来種の

駆除等に継続して取り組んでいきます。 

また、ビオトープなどを整備する時に

は、地域住民も管理に参加できる方策に

ついて配慮するとともに、自然観察会の

開催などにより、水辺の自然、生態系の

大切さについての普及啓発に努めます。 

主な関連施策：42 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

篠崎ビオトープ 

（１）水辺の緑の保全 

21 

22 

河川における自然、生態系の保全 

親水公園や親水緑道における自然性の向上 

（２）水環境の保全 

23 

24 

河川の水質改善 

雨水地下浸透化や雨水利用の促進 

《水の恵みを守り活かす施策の柱》 

 

ビオトープ 

ドイツ語で生物を表す bio と場所を表す top を組み合わせた合成語で、本来は生物群集

の生息空間という意味。最近では「自然環境を保全し創造するための基本となる生物生息

空間」として、生態系に配慮したまちづくりを進めるうえで注目されており、都市部の河

川整備や公園造成などの際にビオトープをつくる動きが広がっています。 

みどりのコラム 

（１）水辺の緑の保全 
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２２ 親水公園や親水緑道における自然性の向上 実施主体 区 拡充 

区内には、多くの親水公園や親水緑道 

が整備され、水と緑のネットワークが 

形成されています。これらは、区民の憩 

いの空間としてだけでなく、生物にとっ 

ても重要な生息・移動空間です。 

そのため、水辺の生物の生息環境の向 

上や水質の浄化に役立つように、地域の 

特長を活かしながら、自然環境に配慮し 

た水辺環境の保全・創出を進めます。 

主な関連施策：65、70 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多彩な植樹種（鎌田川親水緑道） 

 

自然環境に配慮した水辺の整備の例 

 

 

 

 

 

みどりのコラム 

河畔の植栽・緑化と連続性の確保 

・高・中・低草本の組み合わせ 

・沿川の緑地との連たん 

・公園用地と一体化した、まとまった緑地の確保 

既存護岸の改良による多孔質化 

・空石積、植栽ブロック等の活用 

・改修残地、隣接緑地や公共施設との一体整備 

河床への捨石、土砂の投入による河床地形の改良 

・瀬、淵の形成による流速の変化 

・切盛による水際部のデザイン 

・縦断、横断面での水深の変化 

水中へのエコアップ施設の施工 

・魚巣ブロック、沈床、捨石等の施工 

・水生・湿性植物の植栽 

水辺の自然（一之江境川親水公園） 
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（２）水環境の保全 

２３ 河川の水質改善 実施主体 区、区民 継続 

親水河川・親水公園・親水緑道などでは、植物のもつ浄化能力を利用した

水質改善に取り組みます。 

また、区民や子どもたちが楽しみなが

ら水に対する知識を深めることが出来

るように、簡単な水質検査に子どもたち

の参加を促し、水質浄化のしくみ（砂ろ

過、乳酸菌飲料の空き容器ろ過など）を

広く募集、実践して、水質がどれだけき

れいなるかを競いあうコンテスト等の

開催にも取り組みます。 

 
※ヨシ・ガマ・マコモのような、水底に根を張り茎の下部は水中にあるが、茎か葉の少な

くとも一部が水上に突き出ている水生植物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２４ 雨水地下浸透化や雨水利用の促進 実施主体 区、区民 継続 

水は、人間のみならず、植物や昆虫などの生物にとっても欠くことの出来

ない大切な要素です。 

水の自然循環を損なわないためにも、また、

都市型水害を緩和するためにも、雨水が地面に

しみこむ取り組みや、雨水をため活用する取り

組みが大切です。 

道路や駐車場などの舗装の透水化や雨水貯留

施設の整備を推進します。 

民有地についても、「住宅等整備基準条例」

に基づいて、一定規模以上の事業に対する雨水

貯留槽等の設置に取り組みます。 

東井堀親水緑道での抽水植物※の育成 

雨水貯留タンク 

（小岩フラワーロード） 

 

河川の水質改善例 

河川の浄化方法としては、レキ等の接触材の中に水を通すことにより、汚濁物質の沈殿・

吸着、微生物による分解等の作用を利用する接触酸化法や、水生植物による吸収と土壌へ

の吸着を利用する植生浄化、土壌浄化等があります。 

みどりのコラム 

（２）水環境の保全 
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４）みどりの運動を広げます[方針４] 

区民と事業者、区のパートナーシップによる、みどりを守り、育て、創る

運動を広げていくために、以下の施策を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）ボランティアの発掘と育成 

２５ 人材の発掘や育成の支援 実施主体 区、区民 継続 

公園･緑･水辺のボランティアや桜守、ネイチャーリーダーなど、様々な個

人や団体がみどりの活動に携わっています。 

今後も、みどりのまちづくり活動に関わる新たな人材の発掘や育成に努め、

区民とともにみどりのまちづくりを推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果品 

 

 

ウェルカム・ガーデナー 

（総合文化センター） 
 

 

（２）みどりの活動の支援 

31 

32 

33 

34 

人材の派遣 

水と緑の情報提供 

みどりの基金の活用 

水と緑のコミュニケーションサイト（仮称）の整備 

（１）ボランティアの発掘と育成 

25 

26 

27 

人材の発掘や育成の支援 

みどりに関するイベントの開催 

学習会や観察会の実施 

28 

29 

○○公園を愛する会（仮称）の結成 

向こう三軒花隣運動の推進 

《みどりの運動を広げる施策の柱》 

 みどりを育む 

 

基本方針２ 

みどりのまちなみレポーターの推進 

 

30 

 

（１）ボランティアの発掘と育成 

ネイチャーリーダー 

（一之江境川親水公園） 
えどがわ桜守 

（中央森林公園） 
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２６ みどりに関するイベントの開催 実施主体 区、区民 拡充 

本区では、「緑のフェスティバル」や「えどがわ花と緑のフェア」などのみ

どりに関する様々なイベントを実施しています。 

今後も、このようなイベントを継続していくとともに、ボランティアが育

てた花の種や実をイベントで配布するなど、イベントを通じた緑化の普及を

図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２７ 学習会や観察会の実施 実施主体 区、区民 継続 

本区では、「水と緑の区民カレッジ講座」の開催や「おきがる環境講座」な

どの学習会や観察会を実施しています。 

また、「荒川クリーンエイド」のように、区民、NPO、行政が協働で河川

の清掃を行う活動も実施しています。 

今後も、水と緑の環境について、実践を通して楽しく学べるプログラムを

提供しながら、水とみどりのまちづくりの普及啓発を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２８ ○○公園を愛する会（仮称）の結成 実施主体 区、区民 拡充 

身近な公園は、その周辺に住む人の「庭」であり、共有の財産です。この

身近な公園を区だけでなく地域の皆様とともに維持していくために「公園マ

イスター（仮称）」の称号授与などのインセンティブ導入を検討します。 

 清掃や除草、樹木草花への水やりを近隣に住む皆さんを中心とした「愛す

る会（会の愛称はメンバーの思いを込めた名前で）」のメンバーの方々が関わ

ることにより、身近な公園を愛する気持ちをより多くの人に広げ、みどりを

介したコミュニティのさらなる醸成につなげていきます。 

荒川クリーンエイド おきがる環境講座 

（篠崎ビオトープ） 

えどがわ花と緑のフェア 

（本庁舎前庭） 

緑のフェスティバル 

（小松川ゆきやなぎ公園） 

成果品 
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２９ 向こう三軒花隣運動の推進 実施主体 区、区民 継続 

区民主体の「花のまちづくり」「景観まちづ

くり」活動を踏まえ、花や緑を育てる喜びや美

しく飾る楽しさを地域で共有する“みんなの家

に花いっぱい運動”のさらなる普及啓発を目指

し、『花と緑の向こう三軒花隣“我が家・わが

まち花自慢”』運動を推進します。 

主な関連施策：61 

 

３０ みどりのまちなみレポーターの推進 実施主体 区、区民 新規 

好きなみどりの景観や、後世に残したいみどりの風景などを公募、公表す

る機会を設け、区民全員がみどりのレポーターになれる取り組みを推進しま

す。 

また、「水と緑のコミュニケーションサイト（施策 34 参照）」などを活用

して、四季折々のみどりの情報を共有できる環境づくりを進めます。 

主な関連施策：34 

 

（２）みどりの活動の支援 

３１ 人材の派遣 実施主体 区 拡充 

区では、「水と緑の区民カレッジ講座」などに各分野の専門家を派遣して、

身近なことから始められる活動を支援しています。 

今後も、専門家やコンサルタントなどの人材を派遣することにより、区民

の様々なみどりの活動を支援する取り組みを進めます。 

主な関連施策：27 

 

３２ 水と緑の情報提供 実施主体 区 拡充 

民間企業による環境保護活動への支

援策や、先進的な取り組み事例、ノウハ

ウ、専門家の派遣などに関する情報など

は、区民活動の活性化のためには大切な

情報といえます。 

そこで、各種の講座や会議の場、区役

所やえどがわ環境財団等のホームペー

ジなどを通じて、わかりやすい情報発信

を進めます。 

主な関連施策：34 

 

向こう三軒花隣運動 

情報提供のイメージ 

区、環境財団等 

情報整理 

情報発信 

区民 

民間による支援策 

先進事例 専門家の情報 

等 

情報提供のイメージ 

（２）みどりの活動の支援 
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３３ みどりの基金の活用 実施主体 区民、区 拡充 

現在、東京都には「緑の東京募金」があり、

基金への積み立て等を行い、緑化事業を促進

しています。 

今後は、「（仮称）江戸川区みどりの基金」

を設立し、個人や団体、企業などから寄付金

を募り、みどりを守り・増やす事業に活用す

ることを検討します。 

 

 

３４ 水と緑のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｻｲﾄ（仮称）の整備 実施主体 区、区民 新規 

みどりに関する情報検索や情報発信、交換などが、分かりやすく便利にで

きるコミュニケーションサイトを整備することを検討します。 

このサイトは、ソーシャルメディア（Twitter、Facebook）を活用するこ

とで、閲覧者を起点とした情報の拡散や、みどりのまちづくりに関わる人た

ちの交流促進を目指します。 

主な関連施策：30、32、41 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区民 事業者等 

みどりの基金 

保全、緑化活動 

区 

寄付金 

みどりの基金のイメージ 

■ソーシャルメディア活用のイメージ 

・例えば、フェイスブックを用いると、まちづくり活動関係者が、区のホームページ情報に

対して『いいね』ボタンを押すと、その友達にもその情報が伝わることで情報が拡散する。 

・友達の友達、そのまた友達などの情報が入手できることで、同様の活動をしている人と知

り合うことができ、人脈や活動の輪が広がる。 

担当者 

HP 

更新 

ホームページ閲覧者を起

点とした情報の拡散効果 

ソーシャルメディアの持つ双方向

性を活かすことで、現場の活動

情報を得たり、直接意見交換す

ることが期待できる 

 

 

「みどりのまちづくり」 掲載ページ 

更新情報 

 

 

2012.mm.dd 

四季の彩り情報を掲載しました 

 

2012.mm.dd 

ナンジャモンジャの紹介です 

 

他のまちづくり

活動関係者 

まちづくり活動関係者 

他のまちづくり

活動関係者 

参考：「官民連携によるまちづくり情報の効率的な発信・収集・交換方策に関する調査検討」 

（平成 24 年 3 月 国土交通省 都市局） 
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５）みどりの意識を高めます[方針５] 

子どもたちをはじめ区民すべてが、みどりに対する関心を持ち、意識を高

めていけるように、以下の施策を進めます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）学校教育との連携 

３５ グリーンプラン推進校における取り組み 実施主体 区、区民 継続 

現在、グリーンプラン推進校で行われている、校内グリーンアドベンチャ

ー、残菜コンポスト、野菜の栽培、グリーンカーテン、ビオトープづくり、

プールのヤゴ救出作戦などの取り組みを今後も継続･拡充していきます。 

主な関連施策：36 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３６ 子どもたちへの環境学習の充実 実施主体 区、区民 拡充 

（３）園芸福祉との連携 

44 園芸福祉の推進 

《みどりの意識を高める施策の柱》 

 

グリーンプラン推進校 

グリーンプラン推進校とは、えどがわエコセンターと協働し、園・学校における環境学習

を推進するモデル校のことです。えどがわエコセンターからは各種情報の他、教材教具など

の費用を学校に提供し、学校での環境学習が充実するよう支援をします。 

 実績：平成 23 年度…小学校８校、中学校１校、幼稚園２園 

    平成 22 年度…小学校８校、中学校１校、幼稚園２園 

 

みどりのコラム 

グリーンカーテン 

（鹿本幼稚園） 

（２）学び、考える機会の充実 

40 

41 

42 

グリーンアドベンチャーコースの整備 

楽しむ生き物調査の実施 

生態系に配慮した対策の充実 

43 身近な取り組みの支援 

グリーンアドベンチャー 

（第四葛西小学校） 

（１）学校教育との連携 

35 

36 

37 

グリーンプラン推進校における取り組み 

子どもたちへの環境学習の充実 

自然に配慮した環境整備 

 38 

39 

みどりの大切さを伝える情報の発信 

地域とのつながりを高める緑化活動の推進 

（１）学校教育との連携 
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３６ 子どもたちへの環境学習の充実 実施主体 区、区民 新規 

子どもたちへの環境学習の一環として、農家による収穫体験や学校に実の

なる木を植栽して、収穫した実をジャムに加工するなどの様々な体験プログ

ラムを検討します。 

主な関連施策：19、35 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３７ 自然に配慮した環境整備 実施主体 区、区民 新規 

特に学校の緑は、環境学習の教材としても大変貴重な存在です。学校の改

築の際には、「学校の森」や「学校ビオトープ」を整備するなど、未来を担う

子どもたちが、「地域に昔はあった環境を肌で感じる」取り組みを広げていき

ます。 

また、「学校の森」や「ビオトープ」を整備する時に、保護者や一般の区民

の参加を促すなど、学校を地域におけるみどりの活動拠点として整備してい

くことを目指します。 

主な関連施策：59 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なしの受粉作業（松本小学校） みかん収穫の様子（松本小学校） 

 

学校ビオトープ 

学校の敷地内に、地域在来の昆虫などの生物の生活圏として設けられた草地や池などの

空間(ビオトープ)のこと。環境教育の教材として活用することが主たる目的。 

区内でも、校庭に学校ビオトープを整備している学校がある。 

                                

 

 

                   

みどりのコラム 

篠崎第五小学校のビオトープ 東小松川小学校のビオトープ 

http://kotobank.jp/word/%E5%9C%B0%E5%9F%9F
http://kotobank.jp/word/%E5%9C%B0%E5%9F%9F
http://kotobank.jp/word/%E6%98%86%E8%99%AB
http://kotobank.jp/word/%E8%8D%89%E5%9C%B0
http://kotobank.jp/word/%E3%83%93%E3%82%AA%E3%83%88%E3%83%BC%E3%83%97
http://kotobank.jp/word/%E6%95%99%E6%9D%90
http://kotobank.jp/word/%E6%B4%BB%E7%94%A8
http://kotobank.jp/word/%E7%9B%AE%E7%9A%84
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３８ みどりの大切さを伝える情報の発信 実施主体 区、区民 拡充 

子どものころから、木々や生物などの身近なみどりに親しみ、接する機会

を得ることは、みどりをいつくしむ心を育て地域環境への関心を高めるとと

もに、地球規模の環境保護を考える上でもたいへん重要です。 

環境学習やボランティア活動などの様々な情報を子どもたちに発信し、み

どりの役割や課題、みどりを守り・育み・創ることの大切さを伝えていきま

す。 

 

３９ 地域とのつながりを高める緑化活動の推進 実施主体 区、区民 拡充 

みどりの拠点である学校の豊かな緑を、子どもたちが地域住民とともに守

り育てていくことが大切です。 

また、子どもたちが地域環境に関心を持ち、地域と学校の絆をさらに高め

るためには、子どもたちが地域社会と積極的に関わりを持つことが必要です。 

そのためには、子どもたちが自ら学校周辺の落ち葉などの清掃活動を行い、

地域住民とともに緑化活動に参加するなど、子どもたちと地域とのつながり

を高める活動を展開していきます。 

 

（２）学び、考える機会の充実 

４０ グリーンアドベンチャーコースの整備 実施主体 区 拡充 

身近な公園の緑を楽しみながら、区内の名木や希少な

樹種などの知識を学び、親しんでもらうために、木や花

の名前や特徴をクイズにしたコース（グリーンアドベン

チャーコース）の充実を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グリーンアドベンチャー夏休みスペシャルコース50種（案） 

区内の名木、希少な樹種などの樹木をコースに取り入れ保護樹

や樹林地ＰＲのきっかけとして活用。あえて樹木に看板を設置し

ないことにより宝探しの要素も取り入れたコース。 

みどりのコラム 

（２）学び、考える機会の充実 

かんたんの里（一之江境川親水公園） 
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４１ 楽しむ生き物調査の実施 実施主体 区、区民 新規 

身近な生物（例えばタンポポ、セミ、トンボ、ツバメ、カワセミなど）を、

区の環境をあらわす指標生物として設定して、その分布等を把握するため、

区民の方からの生き物情報受信体制を整えます。 

定期的に情報整理を行うことでデータを蓄積

し、経年変化の把握にも役立てます。 

区民自らが、楽しみながら身近な自然環境の

様子を把握することで、生き物や自然への関心

が高まることが期待できます。 

主な関連施策：34 

 

４２ 生態系に配慮した対策の充実 実施主体 区 新規 

平成 20 年に生物多様性基本法が制定され、エコロジカルネットワーク形

成の視点から、都市部においてもみどりの保全や創出を進めていくことが求

められています。 

今後、生物多様性基本法に基づく地域戦略の策定や区内で自然改変を伴う

事業を行う際に、生物多様性の保全のためにどのような視点を持って、具体

的にどのような点に配慮していくことが必要なのかが分かる手引書の作成を

進めます。 

主な関連施策：22、47、51 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カワセミ 

 

人と鳥との共生について 

西葛西駅前広場には、シンボル樹として推定樹齢 130

年、高さ 13ｍ枝幅 10ｍ、幹回り 2ｍを超す、区の木ク

スノキが植えられ、このクスノキと周辺のクスノキ、ケヤ

キが平成 17 年頃からムクドリのねぐらとなっています。 

 剪定で対応しても、近隣にねぐらが移動するだけで、全

国の自治体でも対応に苦慮しています。 

 反面、ムクドリは農作物に被害を与える虫を食べるため

益鳥とされ、公園樹木等にも被害を及ぼすイラガなどの害

虫も食べてくれます。 

 そのため、当面、本区では駅前広場を「共生の場」とし

て考え、毎日の清掃でフンや羽毛を清掃し、植込み地内の

土の入れ替えや耕転により、悪臭を防止しています。 

 

みどりのコラム 

ねぐらに集まるムクドリの群れ 

シンボル樹 クスノキ 
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４３ 身近な取り組みの支援 実施主体 区、区民 拡充 

「みどりのもったいない運動」など、区民が身近に取り

組むことの出来る活動を通して、環境意識の向上を目指し

ます。 

また、水と緑の区民活動をあらわすロゴを活用し、活動

誌や HP などで共通ロゴを利用することで、区民と行政の

連帯感や団体同士の一体感の醸成を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）園芸福祉との連携 

４４ 園芸福祉の推進 実施主体 区 新規 

植物を育てる播種から収穫までのプロセスに幅広い年代の人々が参加して、

植物と接し、栽培する楽しみや喜びを共有する場を提供することを目指しま

す。植物との触れ合いを通じ、より豊かな暮らしやすい地域づくりを進めま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

園芸福祉 

これまで家庭内で楽しまれてきた園芸を、食や老後の健康保持、近隣交流、さらに、ま

ちづくりや都市と農村の交流など、暮らしの幅広い分野に積極的に生かし役立て、自然や

植物と共生できるノーマライゼーション社会の構築を目指す一つの方法です。 

みどりのコラム 

ロゴマークの例 

 

みどりのもったいない運動 

公園等の樹木の落ち葉の腐葉土化、チップ化、家庭で不要と

なった園芸残土の回収と再利用等を行う活動。 

 

 

みどりのコラム 

公園の落ち葉で作った腐葉土 

（３）園芸福祉との連携 


